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2012 年度をふりかえって 

大企業優先の新自由主義への批判と 

脱成長・脱原発社会をめざして 
 

 
2012 年度は、「日本社会がさらに悪い方へ進んで

しまった」と、多くの人が実感した年だったといえ

ます。 

 2011年3月11日の東日本大震災から2年目の年、

復興に向けての政府の取り組みは不十分であり、い

まだに多くの被災者が仕事や家を失った状態に置き

とどめられています。また福島第一原発事故の収束

は今も目途が立たず、放射能汚染問題も深刻な課題

として残っています。何よりも、福島県で暮らす人

たちの間では「避難するかどうか」「除染」「農業」「仕

事」などさまざまな困難への対応・判断が各自に任

される状態で、住民の間には深刻な対立や分断も生

じています。 

 一方、原発のない社会をめざす大きな運動のうね

りが生まれたのも 2012 年でした。7 月の首相官邸

前における 10 万人規模の脱原発行動は、いまも引き

続き行われ、その動きは各地へと広がりました。全

国150か所にも及ぶ地域で同様の脱原発行動が次々

と生まれたことは希望の持てる動きでした。また世

論の圧倒的多数も「脱原発」を望みました。しかし、

にもかかわらず、先の民主党政権は大飯原発の再稼

働を決定、原発問題はもちろん、民主主義そのもの

が否定されるという危機感を多くの人たちが持つこ

とになりました。 

 さらに、2012 年 12 月衆院選での自民党勝利によ

る政権交代を経て、安倍首相は 2013 年 3 月 15 日、

TPP（環太平洋戦略的パートナーシップ協定）の交

渉参加を表明しました。各分野からの大きな反対・

懸念の声を裏切り、また公約を裏切る形での参加表

明に、私たちは激しく怒りの声を上げました。 

 米軍が沖縄にオスプレイ配備も行ない、米国との

軍事・経済の一体化はさらに強化されるという現実

も突きつけられています。 

 まさに、世界中に広がる新自由主義の嵐の中に、

日本はさらに一歩、大きく舵を切ってしまった年と

して、また震災と原発事故で多くの被災者・犠牲者

を出しておきながら、自らの意志で原発を止めるこ

とができなかった年として、悔しく、憤ることが多

かった年でした。 

 そのような中で、PARC は喫緊の課題に直面しな

がら、考えながら動き、動きながら考えるというこ

とを繰り返しながらさまざまな運動・活動を担って

きました。TPP 反対運動のように幅広いネットワー

クを形成し、デモや集会、議員へのロビイング、政

府への情報公開請求を行なうことも多々ありました。

また AV 部門の作品として原発や TPP 問題を発信し

たり、PARC 自由学校で多くの人たちと学びの場を

つくるという活動も日常的に行なってきました。 

 絶望する状況にあっても、「脱成長」「持続可能な

社会づくり」などのオルタナティブな実践の芽は私

たちの身近に多く生まれています。その可能性をさ

らに実体化し、社会へ提案していく取り組みも十分

ではありませんが、意識的に行なってきました。 

 こうした活動を進める上での課題も多くあります

が、会員の皆さんと一緒に、悪化した事態を少しで

も改善できるように取り組みたいと考えます。危機

的状況だからこそ、知恵や知識を持ち寄り、新たな

一歩を大きく踏み出したいと考えています。ぜひご

参加・ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

アジア太平洋資料センター（PARC）理事会 
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ＴＰＰを止める！ 
―多国籍企業による命の支配にＮＯ! 

 
2012 年度の PARC は、日本の TPP 交渉参加を止

めるための取り組みに最大の重点を置いてきました。 

2010 年秋、菅首相（当時）が TPP 参加の意向を

発表して以降、農業分野はもちろん、医療、労働、

食の安心・安全など多くの市民団体や生協、農民団

体、労働組合が TPP の危険性を訴えてきました。

2012 年はこれら TPP 反対運動が大きくつながり、

反対の声をさらに広げた年でもありました。こうし

た中で、PARC は様々なネットワークにかかわり、

局面に応じて活動を行ってきました。 

 

１．幅広い TPP反対ネットワークの形成 

―STOP TPP!! 市民アクションへの参画 

2012 年 3 月、それまで個々に TPP 反対運動を行

なってきた、農民団体、労働組合、NGO／NPO、生

協、消費者団体など約 40 団体が、「STOP TPP!!市

民アクション」（http://stoptppaction.blogspot.jp/）

というネットワーク組織を立ち上げました。幅広い

領域を含む TPP に反対していくためには、より大き

なネットワークが必要という問題意識から生まれま

した。PARCはこの立ち上げに、「TPPに反対する人々

の運動」のメンバーとして各団体への働きかけを行

ない、その後もメンバー団体として参画しています。

異なる分野・組織形態のメンバー団体からなるこの

ネットワークは、日本国内でも最大の TPP 反対のプ

ラットフォームです。4 月 25 日に「STOP TPP!!1

万人キャンドル集会」の開催（「TPP を考える国民会

議」との共催）や、国際シンポジウム、院内集会な

ど、国会議員や各種団体との連携もしつつ、数々の

活動を展開し、TPP 反対の陣形を広げることに寄与

してきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．STOP TPP!! 官邸前アクション 

「STOP TPP!!市民アクション」の有志メンバー

（PARC を含む）は、2012 年 8 月、首相官邸前での

直接抗議行動「STOP TPP!!官邸前アクション」

（http://notpp.jp/TPP_kantei.html）を呼びかけ

ました。民主党・野田首相（当時）が「TPP 参加表

明」をするという危機感は 4 月以降も続き、また「解

散総選挙も間近」といわれる中で、より多くの人に

TPP を周知する必要があったからです。また、毎週

金曜日の首相官邸前では、「原発再稼働反対」の抗議

行動が定着しており、曜日は違えど同じ場所・同じ

時間帯にて行動をすることで、原発問題とも関連し

ながらアピールできるのではないかと考えました。

当初は毎週火曜日 18:00~20:00 に開催、10 月から

は月に 1 度（第一火曜日）とし、2013 年 4 月現在

も継続しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STOP TPP!!官邸前アクションの様子。現在も毎月

第一火曜日18:00～20:00に実施中。多くのPARC

会員も参加してくれました 
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官邸前行動の最大の特徴は、毎回、全国各地から

農民・漁民・医療関係者などが参加してくださるこ

とで、日常の各運動を皆で共有し、励まし合うとい

う交流が生まれていることです。PARC 会員の方々

も参加・協力をしてくださいました。もちろん TPP

問題について知らなかったという一般の方々の参加

も多くあります。 

 

３．政府への情報公開と説明責任を求める 

―市民と政府の意見交換会 

 TPP 協定がもつ最大の特徴であり本質は、すべて

が「秘密」に行なわれるという点です。すでに 16

回を重ねてきた交渉内容はもちろん、条文テキスト

もいっさい公開されず、しかも協定が発効して 4 年

間は議論のプロセスも非公開であることが明らかに

なっています。米国においては、米国通商代表部

（USTR）が任命した「貿易アドバイザー」約 600

人（ほとんどが大企業のトップや官僚経験者、業界

団体トップ等）は、条文テキストを自由に見られる

一方で、国会議員ですら交渉内容を知ることができ

ないという極端な秘密主義が貫かれています。 

 日本においては、2011 年 11 月、ハワイ・ホノル

ルでの APEC 会議にて、野田首相（当時）は「国民

的議論を経た上で日本の参加を検討する」と発言し

ました。しかしその後、日本政府は全国 7 か所での

説明会（共同通信社と共催。一般公開）、業界団体や

各都道府県・自治体レベルでの説明会（非公開の場

合が多い）など限られた場を設定したのみで、対象

となった人数は約 3000 人と、「国民的議論」を行な

ったとは決して言えない状況でした。 

このように多くの人びとが「TPP を知らない」と

いう状態のまま、交渉参加が進められることに懸念

を抱く全国の NGO・NPO は「政府と市民の意見交

換会」（http://tpp-dialogue.blogspot.jp/）を立ち

上げ、2012 年 2 月、政府に対して「TPP に関する

情報公開を求める要請書」を提出しました。かつて

日本の ODA 政策や開発援助政策について政府に議

論の場を求め、政策提言を行なってきた NGO 団体が

中心であり PARC も呼びかけ団体に加わりました。 

その後、政府に対し TPP に関する対話と説明を市

民に行なう場として「意見交換会」の実施を要請し、

５月・東京、6 月・大阪、12 月・名古屋の全国 3 か

所で実現しました。ここには政府側として政務官や

経産省・外務省・農林水産省等の各省庁の担当者が

出席し、市民側の有識者や参加者からの質問に答え、

議論をするという形をとりました。 

しかし情報公開や説明が政府側からなされたかと

いう点ではいまも不十分であり、市民の声を政策に

反映させるという点で大きな課題を残しました。こ

れも、水面下で進んでいる主に米国との TPP 参加へ

の事前交渉が完全に秘密裡で行なわれていることや、

各省庁の担当者レベルには実際の交渉の動きが十分

に周知されていないなど、TPP そのものの持つ秘密

性と、日本政府の説明責任・情報公開に対する認識

の低さが理由だと考えられます。一方、市民側にと

っては、TPP に限らず、政府からの情報を引き出す

力や日常的な折衝の戦略の弱さが課題と考えていま

す。 

 

４．国際ネットワーク 

―TPP そのものを葬り去るために 

 すでに TPP に参加している 11 ヶ国の市民社会の

中には、TPP 反対運動が存在しています。これらの

組織・個人は、交渉会合のたびにステークホルダー

（利害関係者）として参加し、各国の交渉担当官や

業界団体、NGO 同士で情報交換を行ない、日常的に

はメーリングリストやスカイプ会議などを通じて

TPP 反対の国際ネットワーク活動を形成しています。 

 例えば、米国ではパブリック・シチズンや EFF、

KEI などの団体、ニュージーランドでは研究者のジ

ェーン・ケルシーさん、オーストラリアのフェアト

レード団体や労働組合、マレーシアのエイズ患者支

援団体などそのネットワークは実に多様です。日本

の参加が TPP 交渉全体に与える影響は大きいと見な

されているため、2012 年度、PARC は国際ネットワ

ークの一員として情報交換を進めてきました。 
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 2013 年 3 月には、シンガポールで開催された第

16 回 TPP 交渉会合に、PARC から内田事務局長が参

加しました（日本は参加国でないため、友好団体で

ある米国パブリック・シチズンのメンバーとして登

録）。日本の参加表明が直前のこの時点で、TPP 交渉

の場では「すでに日本の参加は決定事項」と非公式

にささやかれていました。そうした中で、米国の交

渉担当官の「日本はすでに不利益な条件での参加を

了承している。TPP は例外なき関税をめざすもので

あり、すべての品目を交渉テーブルに乗せる。しか

し日本の参加は 9 月が最短である」という発言を国

際 NGO チームがリークしました。日本が参加表明を

していない時点で米国がこのような認識を持ち発言

しているということは驚きであり、私たち日本の市

民を置き去りにした TPP 参加に他なりません。現地

から直ちに日本の国会議員やメディアにこの情報を

流し、新聞各紙で取り上げられた他、TPP 交渉全体

が米国の大企業に牛耳られているという実態を伝え

る緊急院内報告会（TPP を考える国民会議主催）も

行ないました。 

 

５．終わりに 

―これからやるべきこと、できること 

 2012 年度は、日本において TPP 反対運動が大き

く広がった年であることは事実です。しかし、2013

年 3 月、安倍首相はついに日本の TPP 参加表明を行

ないました。国民に十分な説明もなく、また 2012

年 12 月の衆議院議員選挙にて掲げた「TPP に関す

る 6 項目の公約」を自民党は破り、有権者を裏切る

形での参加表明です。「ルールメイキングに参加する」

「国益を守る」「農産品など主要な品目は守る」と安

倍首相は述べていますが、遅れて参加する国はあら

ゆる面で交渉で不利な条件を課されることは明らか

であり、その後 4 月の日米事前協議においても、日

本の「完全敗北」が露呈しました。日本が参加する

大義も、実質的なメリットもまったくないというこ

とが明らかになった今、PARC を含めた TPP 反対を

訴えてきた運動体・市民は、さらに強く参加撤退を

求めています。TPP 参加は不当であり、不正義であ

り、屈辱的であるという事実は変わりませんが、11

ヶ国による日本の参加承認、米国との並行協議など、

既成事実は着々とつくられています。このことに流

されず、反対の声をあげ続けると同時に、TPP その

ものを葬り去る国際連帯活動を、PARC は今後も継

続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2013 年 3 月 15 日、安倍首相の TPP 参加表明直後に議員

会館にて開催した参加表明撤回を求める緊急記者会見

（STOP TPP!!官邸前アクション主催） 

2013 年 3 月 15 日、TPP 参加表明の危機に際し議員会

館前で行った緊急座り込み行動（STOP TPP!!官邸前ア

クション主催） 

4 



 

 

ブラック企業大賞―暴走する企業を許さない！ 
 

 
パワハラ、セクハラ、残業代未払い、長時間労働、

派遣差別、偽装請負･･･。日本の労働環境はますます

悪化の一途をたどっています。それらの職場はここ

数年で「ブラック企業」と称され、社会的にも注目

されつつあります。しかし個別事例の調査やその問

題の発信・解決も簡単ではなく、ブラック企業で働

く当事者は、不当な処遇を受けていても声をあげら

れる状況ではありません。 

ブラック企業を生み出す社会・経済的な構造につ

いての分析や提言についても不十分であるため、き

わだったブラック企業の存在は一時的に取り上げら

れても、企業全体・働く場全体の質の向上にはなか

なか結びついていません。 

そこで、PARC の呼びかけで、2012 年 1 月「ブラ

ック企業大賞実行委員会」が立ち上がりました。実

行委員会メンバーは、ジャーナリストや労働組合、

NGO、弁護士など日常的に労働問題や非正規雇用問

題などの事例に触れている面々であり、これらが横

断的につながることでより広く深い視点でブラック

企業問題をとらえ、ブラック企業を生み出す背景や

社会構造の問題を広く伝え、誰もが安心して働ける

環境をつくることをめざしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://blackcorpaward.blogspot.jp/ 

 

ブラック企業には幅広い定義と解釈がありますが、

「ブラック企業大賞」では次のような定義と指標に

基づき 2012 年 7 月、10 社をノミネートしました。 

【ブラック企業とは】 

①労働法やその他の法令に抵触し、またはその可能

性があるグレーゾーンな条件での労働を、意図的・

恣意的に従業員に強いている企業、②パワーハラス

メントなどの暴力的強制を常套手段として従業員に

強いる体質を持つ企業や法人（学校法人、社会福祉

法人、官公庁や公営企業、医療機関なども含む）、③

また環境破壊や事業所の周辺環境や地元地域社会へ

の配慮・貢献、消費者のニーズ・アフターケアに対

する考慮が薄い企業なども含まれる場合がある。 

 

【ブラック企業を見極める指標】 

長時間労働／セクハラ・パワハラ／いじめ／長時間

過密労働／低賃金／コンプライアンス違反／育休・

産休などの制度の不備／労組への敵対度／派遣差別

／派遣依存度／残業代未払い（求人票でウソ） 

※多くのブラック企業が上記の問題を複合的に持っ

ているケースが多い 

 

◆ブラック企業大賞 2012 各賞◆ 

（○印はノミネート企業） 

 

【大 賞】東京電力株式会社 

【市民賞】ワタミ（株）※ウェブ投票トップ 

【特別賞】ウェザーニューズ 

【ありえないで賞】「すき家」（株式会社 ゼンショー） 

【業界賞】株式会社 フォーカスシステムズ・ 

     株式会社 富士通ソーシアルサイエンス

ラボラトリ (富士通 SSL) 

○「SHOP99」（現ローソンストア 100） 

（株式会社 九九プラス） 

○株式会社 すかいらーく 

○有限会社 陸援隊＆株式会社ハーヴェスト・ホール

ディングス(ハーヴェストツアー） 

○株式会社 丸八真綿 

※詳しい受賞理由などはウェブサイトをご覧ください 
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 2012 年 7 月、ノミネート企業を発表した記者会

見以降、ブラック企業大賞はインターネットを中心

に大変大きな反響がありました。記者会見直後には、

ウェブサイトへのアクセス数が 1 週間で 60 万件に

も達し、インターネットによる投票システムも取り

入れたこともあり、各種掲示板やニュースサイトで

も大きく取り上げられました。これは、ブラック企

業の問題を正面から社会に問い、会社実名をあげて

情報を発信したことが大きなインパクトを持ったた

めといえるでしょう。 

 授賞式当日もメディア取材も多くあり、授賞式が

終わった後にも注目され続けています。 

 

PARC の雑誌『オルタ』、オーディオ・ヴィジュアル

部門との連携 

 

 ブラック企業大賞を選定する過程で得た情報や事

例、その背景などをより広く社会に伝えるため、

PARC のオーディオ・ヴィジュアル（AV）作品『ブ

ラック企業にご用心！―就活・転職の落とし穴』と

してリリースしました。監修をブラック企業大賞実

行委員会が担い、完成上映会イベントを実施するな

ど、広く発信することができました。また雑誌『オ

ルタ』でも特集「社会にはびこるブラック企業」

（2012 年 7･8 月号）を組み、文字媒体としての発

信も行ないました。このように PARC の各部門との

連携が実現したことは大きな成果でした（作品の詳

細は AV 部門・『オルタ』報告参照）。 

 2013 年に入りブラック企業問題は、さらにマスメ

ディアでも大きく扱われるようになりました。現実

の労働の現場が、働く者にとってますますひどい状

況になっていることの表れであり、またその問題解

決も単純ではないことを表しているといえます。若

い社員が入社後数か月で過労自死をするような状態、

ブラック企業だとわかってもやめることができない

状態、就職活動で企業の不当な要求をのまざるをえ

ない大学生などいずれも常軌を逸した状態です。ブ

ラック企業大賞は、引き続きこの問題を訴え続け、

一人ひとりの命や生活を守るための現実的な対処法

と、社会の構造問題の分析と解決の両輪を提言して

いきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブラック企業大賞授賞式（2012 年 7 月 28 日）にて、受賞企業を発表する実行委員（左上）。すべてのノミネート企業には事前に授賞

式の「招待状」を送り、当日もノミネート企業席を設置。しかし参加した企業はゼロ（右上）。授賞式後はブラック企業の生まれる背景

や構造を深く考えるためのシンポジウムも開催した（左下）。これらの中から PARC の雑誌『オルタ』での特集や AV 作品『ブラック企

業にご用心！』もリリース（右下） 
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水はみんなのもの－国際水映画祭 
 
 
世界の人口増大や中国・インドなどをはじめとす

る国ぐにの経済発展に伴い、水の需要は増大をたど

る一途です。一方で、人類が使用できる淡水の量は

限られているため、国家間・地域間での水をめぐる

争いも生じており、「これからは石油でなく『水戦争』

の時代」ともいわれています。 

さらにこうした水不足とも重なりながら、アジ

ア・アフリカなどの国では水道事業の民営化が推し

進められ、水道料金の値上げや水道設備利用可能時

間の減少など、その弊害が貧困層に直撃する状況に

あります。ペットボトルの水に代表される水の商品

化も世界中に広がっています。公共財であるはずの

水が、一部の多国籍大企業によって私有化され、そ

の弊害はもっとも貧しい層の人たちの暮らしを直撃

しているという構造は、いまも解決されていません。 

こうした問題をより多くの市民に発信し、ともに

問題を考えるために、PARC は 2011 年 12 月 3 日・

4 日の 2 日間、「国際水映画祭 2011」を他団体とと

もに開催しました。2012 年度も 2011 年度に引き続

き、「国際水映画祭」を開催しました。 

2012 年度は 1 日だけの開催となりましたが、約

200 名もの参加者を得て水から見える世界・私たち

の暮らしとのかかわりについて考えました。2012 年

度は特に、福島第一原発事故後に深刻化する海・川・

魚への放射能汚染について深めるシンポジウムを開

催したことが大きな特徴です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また 2012 年 6 月に亡くなった水俣の医師・原田

正純さんを追悼するという意味と、「水俣」と「福島」

に通じる国家・企業の無責任と被害の構造を議論す

るため、原田さんが生前にご出演されたドキュメン

タリー番組の上映も急きょ決めました。 

 

【プログラム】 

雨さえも ―ボリビアの熱い一日 

（2010 年/スペイン・フランス・メキシコ/99 分） 

◆作品解説 堀内葵さん(NPO 法人 AM ネット理事)  

 

クルード―アマゾンの原油流出パニック 

（2009 年/米国/100 分） 

◆作品解説 千代勇一さん（上智大学イベロアメリカ研

究所準所員）  

 

今日はよき日（2011 年/インドネシア/23 分） 

川を継ぐ者（2010 年/インド/23 分） 

◆作品解説 木口由香さん(NPO 法人メコン・ウォッチ) 

 

未来への診断書―水俣病と原田正純の 50 年 

（2010 年/熊本県民テレビ/55 分） 

◆作品解説 実川悠太さん（水俣フォーラム事務局長） 

 

【特別シンポジウム】 

水俣と福島 

―水・海・魚の放射能汚染とどう向き合うか 

パネリスト：高岡滋さん（神経内科リハビリテーション

協立クリニック） 

花岡和佳男さん（グリーンピース・ジャパン海洋生態系

問題担当） 

コーディネーター：細川弘明さん（PARC 代表理事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★日時:  2012 年 9 月 1 日（土） 

★会場:  国際連合大学 

■主催：国際水映画祭実行委員会 

NPO 法人 アジア太平洋資料センター(PARC)／

NPO 法人 メコン・ウォッチ／国際有機農業映画祭

運営委員会 

■後援：国際連合大学(UNU) 

■協力：有限会社アップリンク/ラテン・ビート映画祭 
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各部門活動報告 

PARC 自由学校 

―出会い・つながり・活動が生まれる場として 
 

 

1. 企画 

 2012 年度は 27 クラスを企画し、そのうち 25 ク

ラスが成立、受講生数は 367 人でした。成立した講

座数は昨年より増えましたが、受講生数は減少とな

りました。募集を開始してから申込の数が伸び悩み、

成立が危ぶまれるクラスが多くありましたが、募集

の締切を延長したことにより、25 クラスが成立とな

りました。しかし定員の半数に満たないクラスが多

くあり、運営面での課題を残しました。 

 ここ数年の傾向として、PARC の理念や主な活動

が反映される「世界の学校」、「社会の学校」のクラ

スの受講生の獲得に苦戦しており、2012 年度も世界

の学校2クラスが不成立と

なりました。また、全 12

～14 回、受講料 30,000～

40,000 円というこれまで

の自由学校講座のパッケ

ージに対して受講生から

は、「受講料が高い」、「回

数が多い」といった声が多

くあがっています。一方で、

全 6～8 回程度で、20,000 円代のクラス（「東京を

歩く」）や、現場訪問や実際に物づくり・場づくりを

体験するクラス（「手仕事とサバイバル術入門」、「コ

ミュニティ・カフェをつくろう！」、「東京で農業！」）

には人が集まっています。 

 今後 PARC の活動と受講生の様々な要望をふまえ

て、企画や枠組みを組み立てる必要があります。

2013 年度講座は回数や金額設定を大幅に見直し、こ

れまでの受講生だけでなく、より幅広い層の人びと

に受講してもらえるような企画・枠組みづくりに取 

 

 

り組みました。来年度は受講生から講座企画につい 

て意見を聞く機会を増やし、そこで得たご意見を企

画づくりに反映していきたいと考えています。 

 

2. 運営 

クラスの受講生同士の交流を深めるために、例年

のようにクラス後の交流会やメーリングリストの利

用をしてきました。しかし毎回交流会に参加するの

が一部の受講生だけになるクラスや、メーリングリ

ストが事務局からの一方的な発信になる傾向もあり、

多様なクラス・受講生に応じて、情報発信や交流の

方法を工夫していく必要があります。毎年 3 月に開

催している自由学校まつりはクラスが終了した 1 月

頃から準備をはじめ、受講生が横断的に参加し、主

体的に企画・実行する場となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラス時間内の運営では、講師のお話や講義の後

の受講生との議論が白熱して長引いたために終了時

間が 15 分以上遅れてしまうというケースが何度か

ありました。受講生からは、「終了時間になったら講

義を終えて欲しい」、「延長してでも質問や議論の時

毎年 3 月に行なう「自由学校まつり」。さまざまなクラス

の受講生が横断的に、実行委員会をつくって企画から実施

まで中心になります 
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間が欲しい」といった様々なご意見がありました。

クラスや交流会での時間配分については、担当者が

常に考えておくべきことであり、クラスの内容や各

回の講師・受講生の状況に応じて、きめ細かい対応

が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2012 年度は、各クラスでの出来事や取り組むべき

課題、事務局内で気になることなど、スタッフ全員

が定期的に集まり話し合うことで、事務局や自由学

校をより良い場にしていく取り組みを、「コミュニテ

ィ・カフェ」クラス講師の協力のもと実施してきま

した。各クラスの担当者にしかわからないような個

別の問題についてスタッフ全員で考え、何でも話せ

る場をつくることによって通常の会議では出てこな

い意見を出し合うことによって、これまで見えてこ

なかった各担当者の思いや運営上の課題に気づくこ

とができました。 

 

3. 宣伝・広報 

 2012 年度講座の広報は、例年同様に全クラスの詳

細を掲載したパンフレットと、「環境・暮らしの学校」

が中心のリーフレットを、ボランティアや受講生の

協力を得ながら店舗やイベント会場、講演会などで

配布・設置を行ないました。またイベントや講演会

の内容に応じてクラス別のチラシを作成して配布し

ました。インターネット上の掲示板、ツイッターで

の宣伝も行ないました。 

 2012 年度から新たに始めた取り組みの一つが、新

たに立ち上げたフェイスブックの自由学校ページで

の広報です。クラスの紹介や自由学校での日々の出

来事、イベント・ツアーの宣伝などを行ないました。

しかしツイッターやフェイスブックとなどのソーシ

ャルメディアを広報ツールとしてまだ十分に活用で

きておらず、受講生の拡大や自由学校の認知度を上

げていくうえで、有効に利用していくための戦略づ

くりが今後の課題です。ネット上での広報だけでな

く、雑誌、マスメディアへの広報も十分にできてい

ないので、ターゲットを絞って効果的に宣伝してい

く必要があります。また「オルタ」での自由学校講

座の紹介や PARC の新作ビデオを使っての自由学校

企画など、PARC の部門ごとの連携を強化する取り

組みを事務局内で検討していくことで、PARC の活

動をより幅広い層にアピールしていく枠組みをつく

りたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年大人気の「東京で農業！」クラス。畑作業の後はみな

でランチや交流を楽しみます 

自由学校の Facebook ページ 

http://www.facebook.com/parcfs 「生きることは表現すること―アーティストと学ぶ、

アートの歴史と創作のワークショップ」クラス 
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男性 

36% 

女性 

64% 

初めて 

45% 

リピー

ター 

55% 

10代 

1% 
20代 

10% 

30代 

29% 

40代 

20% 

50代 

20% 

60代 

18% 

70代以

上 

2% 

新聞・雑誌 

4% 

友人・家

族・知人 

22% 

集会・イベ

ント 

13% 

置きパン

フ・リーフ 

15% 

パンフ送付 

16% 

メール 

2% 

PARCの

HP・ツ

イッター 

12% 

他のサイ

ト・ 

0% 

SNS 

4% 
その他 

12% 

◆2012 年度自由学校受講生分析 

 

◆受講歴 

 

 

 

 

 

 

◆年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆職業 

 

 

 

 

 

   

    

 

◆受講のきっかけ 

 

 

 

 

※合計には不成立クラスは含まれていません。 

※合計には特別講座「活動家一丁あがり」受講生は含まれていません。 

 

 

 

 

 

NO   クラス名 申込者 

ことばの学校 

1 キムの Active English 

つながる 

 13 

13 2 ジェンスの英語で発信！  16 

16 3 世界のニュースから国際情勢を読み解こう  11 

11 4 武藤一羊の英文精読  14 

14 5 五感で学ぶ！ アイヌ民族のことばと文化  12 

12 6 はじめてのケチュア語―アンデス先住民族の歴史と文化を学ぶ  13 

13 世界の学校 

7 グローバル・デモクラシーの挑戦  15 

15 8 ＴＰＰでは生きられない!?―私たちの暮らしは私たちがつくる  3 

３ 9 アラブ・カルチャー：抵抗とオルタナティブ  3 

3  10 ドキュメンタリー映画で観る 現代中国の光と影  14 

14 社会の学校 

11 本気で脱原発！  12 

12 12 地域で創る。脱成長な生き方・働き方  15 

15 13 もうマスコミは信じない―メディアを選ぶ・創る   9 

9 14 生きる―表現者たちが紡ぐ哲学  19 

19 15 どうする日本の食と農  12 

12 連続ゼミ 

16 もうだまされない！知識ゼロからの経済学入門  21 

21 17 東京を歩く―あらためて考える「防災と防衛」  17 

17 18 映像を使って授業をつくろう―脱原発・貧困・環境をテーマに   9 

9 環境・暮らしの学校 

19 暮らしの達人に学ぶ！手仕事とサバイバル術入門  24 

24 20 文化としてのビールを味わう  15 

 

15 

21 島の知恵と暮らしにまなぶ―いま問い直す豊かさの意味   5 

5 22 コミュニティ・カフェをつくろう！  22 

22 23 東京で農業！  42 

42 表現の学校 

24 生きることは表現すること―アーティストと学ぶ、アートの 

歴史と創作ワークショップ 

18 

25 「旧暦」は「未来暦」─ 古くて新しい「歳時記」暮らしのススメ  11 

11 お昼の学校 

A 阿満利麿と読む「親鸞」   5 

5 B コミュニティ・カフェをつくろう！   8 

     

8 

 特別 活動家一丁あがり 労働と貧困：26 名  食と農で世直し：11 名 37 

計    367  
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各部門活動報告 

オーディオ・ヴィジュアル（AV） 

―学校、地域、職場で、さらに幅広い「学びの場」で活用いただくために 
 

1 全体を振り返って 

  2012 年度、オーディオ・ビジュアル（AV）部門

は、『有機農業で生きる―わたしたちの選択』と『ブ

ラック企業にご用心！―就活・転職の落とし穴』の

２つのオリジナル作品を制作しました。オリジナル

作品を年間２本制作するという目標を達成すること

ができましたが、翻訳作品制作と旧作品の DVD 化は

進められず来年度の課題として残りました。 

 

2 2012 年度に制作した作品とその内容 

 

有機農業で生きる―わたしたちの選択 
DVD／36 分／本体 8,000 円＋税／監修 大江正章（PARC 共同代

表・コモンズ代表）／監督 岩崎充利 

 

有機農業をテーマに、3.11 後の社会の

あり方、生き方を見出す作品。有機農業

の第一人者、埼玉県・小川町の霜里農場

の金子美登さんへのインタビューや、福

島県の有機農業者へのインタビューを

中心に、農薬・化学肥料に依存しない本

来の農業がこれからの社会に必要であること、原発を生む

社会構造に対するオルタナティブとしての「有機農業」を

提案する作品です。有機農業をめざす若者の思いや、有機

農業を伝える教育現場、各地で賑わうオーガニック・ファ

ーマーズ・マーケットなど、有機農業を支え発展させる最

新の情報も盛り込みました。作品監督は、ご自身も小川町

で有機農業を営む岩﨑充利さんにお願いしました。 

  

ブラック企業にご用心！―就活・転職の落とし穴 

DVD／36 分／本体 6,000 円＋税／監督 土屋トカチ／監修 ブラ

ック企業大賞実行委員会 

 

近年、社会問題となっている「ブラック

企業」に注目し、企業の持つ華やかなイ

メージの裏に潜む劣悪な労働環境の実

態やその構造に迫る作品。法律を無視し

て労働者を搾取するブラック企業の引

き起こした事件を紹介し、主に大学生や

高校生、転職を考える若い世代へ、「ブラック企業から逃

れる方法」と、ブラック企業をなくすための取り組みにつ

いて伝えられるよう心がけました。ブラック企業の実態を

わかりやすく紹介するため、ドラマ仕立てにした部分もあ

ります。2012 年に始まった「ブラック企業大賞実行委員

会」との連携で完成した作品です。監督は、派遣労働者の

たたかいを描いたドキュメンタリー作品『フツーの仕事が

したい』で数々の賞を受賞された土屋トカチさんにお願い

しました。 

 

3 販売・宣伝（別紙資料参照） 

2012 年度に最も多く売り上げた作品は、『お米が

食べられなくなる日』でした（リリースから 1 年間

で個別販売数が 108 本）。また昨年度に制作した『原

発、ほんまかいな？』および「原発を問う」セット

は 2013 年度も引き続き好調な売れ行きで、原発事

故後の関心の高さと問題の深刻さを改めて実感した

年でした。 

2012年11月に完成した新作『有機農業で生きる』

は、販売がやや伸び悩んでいたため、有機農業関係

の諸団体に対してご紹介したり、食や農をテーマと

したイベントに数多く出店し、その場で上映やトー

クを実施し宣伝につなげるという努力をしてきまし

た。有機農業そのものへの関心は高まっているため、

通常の大学・高校などの学校現場で活用いただく以

外に、「有機農業映画祭」への出品や、映画館「アッ

プリンク」（渋谷）や「ザムザ」（阿佐ヶ谷）での上

映イベントなど、さらに多くの方に PARC の AV 作

品を知っていただくための普及に努めました。アッ

プリンクでの上映＆トークイベントは 70 名近くで

満席、有機農業をテーマにしたイベントで集客が見

込めることを確認しました。 

『ブラック企業にご用心！』は、やはり各所でのイ

ベント企画や、全国の大学の就職課への DM など個

別の販売戦略を立てています。ネット上で話題にな

っていることから、予告編（3 分程度）を作成し、

SNS を通じて情報発信も行ないました。 
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    総注文 書店のみ 

1 大学教員 167 48 

2 大学図書館・研究室 151 112 

3 高校教員 9 0 

4 高校図書館 5 2 

5 一般図書館 29 28 

6 個人 163 3 

7 企業 12 0 

8 行政 3 0 

9 大学生協 33 3 

10 NPO、市民団体、組合 40 5 

11 中学教員 1 0 

12 中学図書館 0 0 

13 小学校教員 0 0 

14 小学校図書館 0 0 

15 不明教員 2 0 

16 報道・プロダクション 0 0 

17 研究者・学生 0 0 

18 生協 13 3 

19 協会・宗教関係 3 0 

20 財団・社団法人 3 1 

21 医療関係 0 0 

22 政党、政治家 0 0 

0 不明 121 87 

 総計  755 

    

 

 単品ベスト 5  

  作品名（制作年） 販売本数 

1 お米が食べられなくなる日(2012) 108 

2 原発、ほんまかいな？(2011) 85 

3 有機農業で生きる(2012) 61 

4 世界をめぐる電子ごみ(2011) 39 

5 ハード・レイン 34 

   

 セットベスト 5  

 セット名 販売セット数 

1 原発を問う 25 

2 新作 DVD 10 

3 女性の視点から見る開発 5 

4 日本の現実 5 

５ 農業の現実と未来 4 

●個別注文数 
     

  計 

直販・ 

一般価格 

直販・ 

図書館価格 

書店・ 

一般価格 

書店・ 

図書館価格 

会員 

一般価格 

会員 

図書館価格 

単品 681 311 89 53 216 10 2 

セット 74 42 5 5 19 3 0 

計 755 353 94 58 235 13 2 

  一般計 447 書店計 293 会員計 15 
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各部門活動報告 

雑誌『オルタ』 

会員同士をつなぎ、PARC の活動が見える雑誌へとリニューアル 

 

2012 年度は『オルタ』のリニューアルのあり方を

検討した年でした。かねてより PARC の財政・編集

スタッフの業務上の負担が指摘されていましたが、

会員アンケートや「会員の集い」でのご意見をいた

だきながら、2013 年度 4 月のリニューアルをめざ

し新しい『オルタ』の準備を進めてきました。 

 

1. リニューアル 

2008 年 7-8 月号以降、『オルタ』は隔月刊雑誌と

して発行してきましたが、2013 年 5 月号より月刊

誌としてリニューアルすることを決定しました。こ

れまでに、『オルタ』が「PARC 会員の皆さまの興味・

関心から外れつつある」、あるいは「難解な論考が多

い」などといったご指摘を一部の会員・読者の方か

らいただいていました。また、財政的にこれまでと

同じような形では継続が困難であること、そして編

集に携わるスタッフの負担が大きいことなどもあり、

昨年度の監査報告での指摘もふまえ、大幅なリニュ

ーアルを行うこととしました。 

具体的には、会員同士、会員と理事・スタッフの

「距離を近づける」ような特集テーマ・連載を盛り

込むこと、発行頻度を上げて時宜にかなった特集、

あるいは単発での記事を掲載できるようにすること、

そして1号48ページを20ページ程度に削減し毎月

の発行にすることを主な方針としてリニューアルの

準備を進めてきました。リニューアル第 1 号は2013

年 4 月 25 日の発行を予定しています。 

 

2. 制作・販売 

年度前半は2011年度に行ったリニューアル後

の体制で安定して発行を続ける制作体制が維持でき

ました。しかし、年度後半からは編集制作にフルタ

イムで関われるスタッフが不在の状況になり、非常

に不安定な製作体制になってしまいました。そのこ

とにより、一部の号で発行に遅れが生じることもあ

り、会員・購読者の皆様にご心配・ご迷惑をおかけ

したことをお詫び申し上げます。 

リニューアル後の『オルタ』では、積極的に会員

の方にも連載の執筆・編集にかかわっていただき、

参加型の紙面づくりもめざしています。 

 

3. 2012 年度の特集 

●東ティモールからの希望の風―独立 10 年間の国

づくりを振り返る（2012 年 5-6 月号） 

●社会にはびこるブラック企業（2012年 7-8月号） 

●グリーンエコノミーの正体を暴く（2012 年 9-10

月号） 

●核と先住民族─被ばくの世紀の証言者たち（2012

年 11-12 月号） 

●社会運動と政治─デモクラシーは何処に？（2013

年 1-2 月号） 

●世界のまなざし―政権交代、脱原発、TPP、アジ

アの平和（2013 年 3-4 月号） 
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＜現代社会のあり方にオルタナティブな視点を＞ 

法を無視して卑劣な労働者搾取を行う、通称「ブ

ラック企業」の問題を取り上げた特集・特別記事（特

集「社会にはびこるブラック企業」など）や、2012

年 12 月の衆議院選挙を受けて市民活動と政治の関

係性を再考する特集（特集「社会運動と政治―デモ

クラシーは何処に？」）、あるいは世界から見た日本

社会の課題・論点を浮き彫りにする特集（特集「世

界のまなざし」）など、日本社会が現在内包する問

題・課題に光をあてる特集を企画しました。 

 

＜国際的に視野を広げる＞ 

2012年5月は東ティモールの主権復帰から10年

でした。これまでの PARC と姉妹団体パルシックの

活動を振り返る意味も込めて特集を企画しました

（特集「東ティモールからの希望の風―独立 10 年間

の国づくりを振り返る」）。 

1992年のリオサミットから20年あたる2012年

6 月、リオで環境開発サミットが開催されました。

その際に主要テーマとなった「グリーンエコノミー」

の言葉の裏に隠された多国籍企業の狙いや新自由主

義的な思想は国内メディアでは取り上げられること

が非常に少ないため、PARC ならではの視点から「グ

リーンエコノミー」の懸念を取り上げました（特集

「グリーンエコノミーの正体を暴く」）。このように

に国際的に注目される事象について、深い分析や提

言を行なう特集づくりに努めました。 

また、2012 年 11-12 月号特集「核と先住民族―

被ばくの世紀の証言者たち」では、国内で盛り上が

る脱原発運動に呼応しつつ、核開発の裏で長らく闇

に置かれてきた先住民族の被害について、歴史的な

考察も含めて特集を組みました。このことによって

原発・核の問題を国内的な議論だけにせず、地球規

模・歴史的視野を持って考えるきっかけを提供する

ことを意識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブ・ソーシャルメディア（SNS）を 

使った総合的な発信 

 

 2012 年度は、ツイッターや Facebook、インター

ネット放送の UST（ユーストリーム）などのソーシ

ャルメディア（SNS）がさらに社会に普及し、集会

やデモなど社会運動の場面でも日常的に活用される

ようになりました。 

 PARC は 2011 年からツイッターを開始し、日々

の活動や告知、緊急行動の呼びかけなどに活用して

います。フォロワー数も徐々に増え 2012 年 3 月末

現在で約 4000 人となっています。 

 またツイッターと比較してより緊密なネットワー

ク内でのコミュニケーションを楽しむ Facebook に

関しては、2012 年度に主に PARC 自由学校のクラ

スごとにページをつくり、クラスの様子を写真つき

で報告して受講生同士・受講生とスタッフ間の関係

づくりを深めるツールとして力を入れました。 

さらに集会やデモ、緊急行動などの際にはインタ

ーネットの生中継放送 UST で配信するなど、直接参

加できない方や遠方の方にも PARC の諸活動が発信

できるように心がけてきました。 

今後、これらソーシャルメディアはますます社会

運動の多くの場面で有効なツールとして活用される

ことになりますが、紙媒体や顔と顔を合わせる場と

うまく組み合わせ、PARC の理念や各部門活動、会

員や自由学校受講へのお誘いなど、総合的な発信の

ための戦略が課題となっています。 

会員の皆様も、ぜひ PARC の各種アカウント・ペ

ージをご覧いただき、「フォロー」や「いいね！」を

してくださいますよう、お願いいたします。 

 

 

         SNS で 

PARC の活動をフォロー！ 

【ツイッターアカウント】 

★PARC⇒ @parc-jp 

★PARC 自由学校⇒＠PARCFS 

【Facebook】★PARC 自由学校⇒ 

http://www.facebook.com/parcfs 
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親子会員 

1（0%） 

 

賛助会員 

5（1%） 

夫婦会員 

７（2%） 

シニア会員 

8（2%） 名誉会員 

10（2%） 

学生会員 

11（3%） 

正会員 

391

（90%） 

■会員種別 

計433名（2013年3月末） 

80代 

6（1%） 

 

70代 

14（3%） 60代 

45（10% 

50代 

67

（16%） 
40代 

55

（13%） 30代 

32（7%） 

20代 

7（2%） 

不明 

207

（48%） 

■年代 

夫婦会

員・団体8

（ 2%） 

男性269 

（62%） 

女性156

（ 36%） 

■性別 

組 織 

 

■会員 

2013 年 3 月 31 日現在、433 人の会員のみなさま

が PARC の活動を支えてくださっています。 

2012 年度は雑誌『オルタ』の大幅リニューアル計

画もあったことから、9 月には京都・東京で、「PARC

会員の集い」を開催し、小規模ではありましたが、

活発な意見交換が行われました。会員の集いではオ

ーディオ・ビジュアル作品の上映も行ない、普段な

かなか見ていただく機会のない作品のご紹介も実現

しました。 

『オルタ』リニューアルに向けては、8 月から９月

にかけて無作為抽出した会員名簿から『オルタ』の

購読状況や感想、今後の内容への期待など、電話ア

ンケートを行いました。この機会に、通常はお話し

することも少ない地方の会員のみなさまのご活躍ぶ

りや、『オルタ』がどのように読まれているか、生の

声を聞くことができました。お礼を申し上げるとと

もに、引き続きの活動へのご参加・ご支援をお願い

いたします。 

 

■ボランティア・インターン 

PARC の活動は大勢のボランティアの方々のご協

力によって支えられています。現在のボランティア

登録者（累計）は 112 名にのぼります。 

『オルタ』や AV 広報チラシ、自由学校パンフレッ

トの発送作業や、イベント・集会の運営、翻訳、資

料整理、広報活動、インターネットへの書込み、デ

ータ打込、広報物の制作、ファイリング、データベ

ースづくりなどその内容は様々です。 

2013 年度の自由学校パンフレット送付ボラン

ティアには学生を中心に、のべ 60 名の方が参加して

くださいました。ボランティアに参加する経緯とし

ては、インターネットのボランティア関連掲示板や、

twitter、facebook 経由で参加される方が多く、ボ

ランティア参加が初めて、PARC の名前を聞くのも

初めて、という方がほとんどです。平日の開催で、1

日、短時間から参加ができるため気軽に参加してい

ただいています。2012 年度は、これらの方々に

PARC の活動について、作業をしながら、あるいは

お茶の時間にお伝えするよう心がけました。 

しかし継続的にボランティア参加してくださる方

はまだ少なく、続けてきていただけるような仕組み

や呼びかけ方法などが課題となっています。具体的

には、週末のイベント参加への呼びかけや、仕事帰

りに立ち寄れる夜間の短時間作業日をつくるなどの

方法を計画しています。短期インターンは学生を中

心に受け入れました。半年以上の長期インターンは

希望者がいなかったため受け入れていません。 

会員のみなさまもぜひ、お気軽にボランティアに

ご参加ください。 
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  ≪講演会・イベント≫ 主催・共催 

4/21-22 アースディ 出展 

4/25 
みんなの力で TPP 参加を止めよう！ 

STOP TPP!! １万人キャンドル集会   
主催：STOP！！TPP 市民アクション  

5/16 
活動家一丁あがり！ 第 4 期スタート記念イベント「活動家ってナ

ンだ！？－社会にモノ言うはじめの一歩を踏み出そう！」 
主催 

5/18 

東ティモール独立 10 年記念シンポジウム   

「東ティモールからの希望の風―人びとによる復興の道のりをふり

かえる―」 

共催：PARCIC・PARC 

5/19 「グリーンエコノミーに対話と調和を」シンポジウム 

主催：A SEED JAPAN 

共催：JACSES オックスファム・ジャパン・

エコ・リーグ・CSO ネットワーク・PARC 

5/22 市民と政府の意見交換会～TPP を考えよう～ 
市民と政府の TPP 意見交換会・東京実行委員

会として参画 

6/1-6/6 
TPP 映画祭「IMAGINE after TPP ～未来について、映画を通して 

一緒に考えよう、わたしたちの暮らし～TPP 映画祭」 
アップリンク・PARC 共同企画 

6/21 ＳＴＯＰ ＴＰＰ!! 市民アクション 緊急行動 
主催：ＳＴＯＰ ＴＰＰ!! 市民アクション 

実行委員として参画 

7/24 
映画「おにぎり」特別上映会 in 阿佐ヶ谷  

同時上映ＰＡＲＣビデオ「お米が食べられなくなる日」 

主催：ＮＰＯ法人食農いのちサポート広場 

協力：PARC 

7/28 ブラック企業大賞 2012 授賞式＆シンポジウム ブラック企業大賞企画委員会として参画 

8/9 
映画「おにぎり」特別上映会 in 阿佐ヶ谷  

同時上映ＰＡＲＣビデオ「お米が食べられなくなる日」 

主催：ＮＰＯ法人食農いのちサポート広場 

協力：PARC 

後援：社会福祉法人杉並区社会福祉協議

会 

9/1 国際水映画祭 2012 水映画祭実行委員として参画 

9/1 
国際水映画祭 2012・特別シンポジウム『水俣と福島』  

水・海・魚の放射能汚染とどう向き合うか 
水映画祭実行委員として参画 

9/18 STOP TPP! 官邸前アクション＆OCCUPY モンサント！ 
STOP TPP! 官邸前アクション実行委員

として参画 

9/2 浸透性農薬に関する IUCN 東京フォーラム 

主催：IUCN 浸透性農薬タスクフォース＆一般

社団法人アクト・ビヨンド・トラスト。 

後援団体として参加。 

10/6-7 グローバルフェスタ 出展 

10/8 討論集会・シリアが私たちに問うもの 
主催：ミーダーン・サダーカ主催 

協力団体として参加 

10/9 
【緊急トークライブ】中国・反日デモにどう向き合うか!?―領土・国

家・ナショナリズムと市民社会― 
大竹財団、PARC 共催 

10/13 PARC 会員の集い 東京 主催 

10/14 
小出裕章さん講演会 in かわさき「小さきもののために ～福島原発

事故から考える～今、わたしたちに何ができるのか」 
賛同団体として参加 

10/21 PARC 会員の集い 京都 主催 

10/31 
普天間基地の全ゲートを封鎖！！オスプレイ強行配備に揺れる沖

縄・高江～普天間報告会  
主催 

11/8 土と平和の祭典 2012 出店 

12/2 PARC 臨時会員総会＆忘年会 主催 

 

2012 年度 活動カレンダー 
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訃 報  越田清和さん、村井吉敬さん 

2012 年度も終わりに近づいた頃、大切なお二人の訃報が続きました。 

1993 年から 2003 年の 10 年、PARC 事務局スタッフとして、国際協力部長や事務局長を務められた越田清和さんは、

食道がんの手術後、転移がわかり 2012 年末に再入院、2 月 5 日に永眠されました。 

90 年代以降、故・鶴見良行さんらとアジアを歩き、人びとの目線で調査を進められてきた村井吉敬さんは、すい臓がん

にて 3 月 23 日、永眠されました。村井さんは ODA 批判や東ティモール支援、100 円ショップ調査など実に多くの PARC

の活動に関わられ、90 年代の代表理事も務められました。 

PARC にとって大切なお二人の相次ぐ訃報に、理事・スタッフは悲しみの中で迎えた春でした。同じ気持ちをお持ちの

会員の方々も多いことと思います。 

お二人のご冥福を改めてお祈りすると同時に、それぞれのご遺志を PARC の活動の中で実現できるよう、理事・スタッ

フともども努力していきたいと思う次第です。 

最後に、お二人に心からお礼を申し上げます。越田清和さん、村井吉敬さん、本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

12/3 

 

 

 

 

 

2/24 

 

 

公開シンポ

ジウム 原

発事故と有

機農業―有

機農業運動

論の再構築 

 

 

主催：NPO 法

人有機農業

技術会議・福

島県有機農

業ネットワ

ーク 

共催：コモン

ズ・PARC 

「PARC 自由学校」STOP TPP! 高坂勝さん特別トークライブ★ 

TPPみたいなインチキカラクリシステムからドロップアウトしようぜ 

下から目線でダウンシフトだ！  

主催 

 

 

12/16 

 
国際有機農業映画祭 2012 実行委員会に参加 

 3/9 つながろうフクシマ！さようなら原発大集会  出展 

3/10-11 Peace on earth 出展 

3/17 お蔵フェスタ 出展 

3/24 2012 年度自由学校修了イベント「自由学校まつり」 出展 

 

STOP TPP!! 官邸前アクション（8/21 から毎週開催。 

１０月からは毎週第一火曜日開催） 

STOP TPP!! 官邸前アクション実行委

員会として参画 

  賛同・呼びかけ   

  福島原発と子どもの権利に関する NGO レポート 呼びかけ人：セーブザチルドレン 

9 月 大間原発の建設断念を求める声明文 団体賛同 

9/28 
「領土問題」の悪循環を止めよう！ 

――日本の市民のアピール―― 声明文 
団体賛同 

11 月 TPP に関する「国民的議論」についての要請 呼びかけ団体として参画 

3/13 
日本は TPP 交渉に参加しても、交渉内容に何の影響も与えられない！ 

TPP 参加表明を絶対に許さない！ 緊急声明文 
呼びかけ団体 

 

 

アジア太平洋資料センター（PARC） 

●代表理事 大江正章／佐久間智子／細川弘明 

●理  事 内田聖子／大塚照代／菅野芳秀／藤井敦史／穂坂光彦／松本 悟／宮内泰介／湯浅 誠 

●監  事 市村忠文／中村尚司 

●事 務 局 内田聖子／大和田清香／高橋真理／高田裕道／田中 滋／安川直祐 

（2013 年 3 月 31 日現在） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


